
P r i o r i t y  s t r a t e g y

災害に強い

豊かな「まち」の実現

災害公営住宅の整備などの住まいの確保

や、坂本支所を含む住民生活に必要な施

設の早期再建、医療提供体制の確保など

坂本町の創造的復興を加速化させるとと

もに、全ての市民が確実に避難できる「逃

げ遅れゼロ」の実現、交通ネットワーク

の多重化による防災力の向上など、あら

ゆる災害に強く、安心できる強靭なまち

づくりを進めます。

重 点 戦 略

１

3



1
坂本町の創造的復興を加速化

重点取組
の方向

災害公営住宅の整備や安全な住宅地を確保するとともに、
坂本支所を含む住民生活に必要な施設の早期再建と地域に
おける医療提供体制の確保を進めていきます。また、創造
的復興のため、坂本スマートインターチェンジの設置を目
指すとともに、国と連携した、球磨川・坂本地区の“かわ
まちづくり”を推進します。

■成果指標

被災者の方々のすまいの再建率

災害公営住宅の建設数（累計）

坂本支所等公共施設整備の進捗率

坂本町における市管理道路等の復旧進捗率

-

-

-

0.1％

100％

22 戸

100％

100％

指標名 現状値（R2) 目標値（R7）
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2
自助や共助の推進による
「逃げ遅れゼロ」の実現

重点取組
の方向

「逃げ遅れゼロ」の実現に向け、情報伝達の徹底や避難体
制の構築を図るとともに、自主防災組織との連携強化によ
る地域防災力の向上を図ります。

■成果指標

緊急時における避難体制や市からの情報提供が整ってきたと
感じる市民の割合

防災行政情報通信システムの登録世帯数

45.9％

0 世帯

70.0％

43,300 世帯

指標名 現状値（R2) 目標値（R7）

重点戦略 1　災害に強い豊かな「まち」の実現
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3
「地域の避難所」をはじめとした

「防災拠点施設」の充実

重点取組
の方向

災害時に地域の防災活動の拠点となる「防災拠点施設」を
整備するとともに、学校体育館等への空調設備の整備を行
うなど、「地域の避難所」としての機能強化を図ります。

■成果指標

体育館等にエアコンを設置した校区の数 2 校区 20 校区

指標名 現状値（R2) 目標値（R7）
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4
災害に強い道路ネットワーク整備による

国土強靭化の推進

重点取組
の方向

国道３号や南九州西回り自動車道、地域幹線の国県道など
の広域的な道路の整備を促進するとともに、都市計画道路
などの幹線道路や市道、林道等の整備を推進し、災害に強
い道路ネットワークを構築します。

都市計画道路西片西宮線の整備率

林道の舗装率

■成果指標

自動車などによる市内外の移動がスムーズになったと感じる
市民の割合

主要幹線道路の整備率　　　

54.2％

32.4％

56.2％

86.0％

59.0％

84.4％

84.9％

88.0％

指標名 現状値（R2) 目標値（R7）

重点戦略 1　災害に強い豊かな「まち」の実現
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P r i o r i t y  s t r a t e g y

次代を担う子どもの育成と

安心な暮らしの創生

次代を担う子どもを安心して産み育てる

ことができるよう、子育て支援の更なる

拡充と、「生きる力※」を育むための教育

活動と環境整備を推進します。また、「人

生１００年時代」に向けて、誰もが自分

らしく暮らしていくための地域福祉の充

実と、多様で柔軟な働き方や生きがいづ

くりを積極的に支援します。

重 点 戦 略

2

※生きる力…知・徳・体のバランスのとれた力のこと。変化の激しい

これからの社会を生き抜くために、「確かな学力」、「豊かな心」、「健や

かな体」の知・徳・体をバランス良く育てることが大切となっている。

5
地域特性や利用者視点に基づく
公共交通サービスの更なる充実

重点取組
の方向

路線バスや乗合タクシーの利用促進を行うとともに、地域
の特性や利用者のニーズに応じた公共交通サービスの提供
を進めます。

バス・乗合タクシーの年間利用者数

■成果指標

路線バスや乗合タクシーなどの公共交通機関を利用しやすい
と感じる市民の割合 26.4％

58.9 万人

30.0％

63.6 万人

指標名 現状値（R2) 目標値（R7）

（R1）
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